
（
老
男
1
中
男
）
早
起
き
す
る
者
は
起
き
る
と
す
ぐ
に
山
に
草
刈
り
に
行

っ
て
ね
え
。
八
所
子
V

O
・
ハ
剖
つ
ダ
ー
テ
ィ
ノ
　
ト
可
ニ
▼
ィ
キ
テ
　
可
－
。
（
老
苧
・
私
）
廿
歳
く

ら
い
の
時
に
行
っ
て
ね
え
。
∧
赤
坂
V

O
イ
ッ
シ
ご
　
ツ
レ
テ
　
ィ
キ
テ
　
可
－
。
（
老
男
l
老
男
二
請
に
連

れ
て
行
っ
て
ね
え
。
∧
田
畑
V

O
可
ミ
サ
ン
。
‖
コ
　
イ
キ
テ
ヤ
」
。
（
中
女
1
中
女
）
き
み
さ
ん
。
（
実

名
）
ど
こ
に
行
っ
た
の
。
∧
御
来
屋
∨

以
上
、
一
か
ら
六
ま
で
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
鳥
取
県
地
方
に
お
け
る
「
イ

キ
テ
」
の
言
い
か
た
は
、
西
伯
膏
地
方
で
、
な
か
ん
ず
く
盛
ん
に
お
こ
．
な
わ
れ

て
い
る
。
そ
の
用
法
も
、
か
な
り
幅
広
い
。
そ
こ
に
は
、
．
共
通
語
の
「
行
っ
て
」

に
認
め
ら
れ
る
用
法
の
琶
々
相
が
、
見
合
わ
さ
れ
る
よ
う
で
も
あ
る
。
東
伯

膏
地
方
の
田
畑
な
ら
び
に
因
踪
地
方
の
若
枝
町
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
「
イ
キ

テ
」
の
用
法
も
、
西
伯
膏
地
方
の
用
法
に
準
ず
る
。

．
お
わ
り
に

鳥
取
県
地
方
方
言
に
お
け
る
「
イ
キ
テ
」
の
言
い
か
た
を
大
観
す
る
と
、
酉

伯
膏
地
方
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
言
い
か
た
が
、
．
な
か
ん
ず
く
盛
ん
で
あ
る

こ
と
が
、
ま
ず
、
注
目
さ
れ
よ
う
。
こ
の
地
方
彗
ま
さ
に
、
「
イ
キ
テ
」
に

ょ
る
生
活
を
営
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
東
伯
膏
地
方
に
お
い
て
は
、
田

畑
と
い
う
一
部
落
に
か
ぎ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
言
い
か
た
が
認
め
ら
れ
、
因
幡
地

方
に
お
い
て
も
、
苦
桜
町
と
い
う
か
な
り
限
ら
れ
た
範
囲
に
、
そ
の
言
い
か
た
l

が
認
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。

東
伯
誓
地
方
に
お
い
て
は
、
す
で
に
、
「
イ
キ
テ
」
の
言
い
か
た
が
、
変
っ

た
言
い
か
た
で
あ
る
と
い
う
印
象
を
、
与
え
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
地
方
の
人
々
．
は
、
田
畑
に
認
め
ら
れ
る
．
「
イ
キ
テ
」
の
言
い
か
た

を
、
耳
だ
た
し
い
こ
と
ば
と
し
て
指
摘
す
る
。

因
幡
地
方
の
若
桜
町
濫
お
い
て
認
妙
ら
れ
る
そ
れ
ら
の
言
い
か
た
も
、
田
畑

同
様
、
い
わ
ば
、
孤
立
状
態
と
も
言
う
べ
き
姿
を
呈
　
て
、
存
立
し
て
い
る
か

の
よ
う
で
あ
る
。

田
畑
な
ら
び
に
薯
桜
町
に
お
け
る
「
イ
キ
テ
」
の
言
い
か
た
は
、
そ
の
存
立

状
況
か
ら
判
断
す
る
に
、
比
較
的
近
い
将
来
に
は
、
認
め
ら
れ
な
く
な
る
の
で
．

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
．
二
九
六
一
・
十
・
十
八
　
広
島
大
学
大
学
院
学
生
）
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療

　

　

泰

隠
肢
．
島
西
郷
方
言
の
文
ア
ク
セ
　
ン
ト

・
．
西
郷
は
、
・
隠
岐
島
「
島
後
」
の
南
東
部
碇
位
置
す
る
、
当
地
方
第
一
の
都
昌

で
、
政
治
・
経
済
・
文
化
の
中
心
地
で
あ
る
。
こ
の
西
郷
に
お
こ
な
わ
れ
る
生

沼
語
を
、
い
ま
、
か
カ
に
、
西
郷
方
言
と
し
て
把
逸
す
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の

西
郷
方
言
の
文
ア
ク
セ
ン
ト
を
と
り
あ
げ
よ
う
と
思
う
。

tosho-seibi-repo
長方形



文
ア
ク
セ
ン
ト
と
は
、
文
の
、
個
別
的
な
抑
揚
を
指
し
て
言
わ
れ
る
。
こ
の

文
ア
ク
セ
ッ
ト
を
通
じ
て
観
る
と
き
、
い
く
つ
か
の
特
質
傾
向
が
認
遡
ら
れ

る
。西
郷
方
言
に
認
め
ら
れ
る
文
ア
ク
．
セ
ン
ト
の
、
著
し
い
特
質
傾
向
と
し
て

は
、
「
後
上
が
り
」
「
後
下
が
り
」
の
二
形
式
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
・

以
下
に
は
、
西
郷
方
言
の
一
代
表
と
し
て
飯
田
部
落
の
生
活
吾
を
と
り
あ

、

げ
、
右
の
、
文
ア
ク
セ
ン
ト
傾
向
に
つ
い
て
記
述
し
よ
う
。

は
じ
め
に
、
「
後
上
が
り
」
傾
向
を
と
り
あ
げ
る
。

○
コ
ッ
チ
ー
ク
ッ
列
。

こ
ち
ら
へ
采
る
の
だ
。
．

〇
ナ
ン
刈
　
ス
カ
可
。

．
な
ん
だ
か
す
か
な
い
。
′

｛
ニ
ッ
〓
」
　
ツ
ッ
ヌ
ー
．
カ
エ
。

た
く
さ
ん
釣
っ
た
か
い
。

○
ク
可
　
ウ
ゴ
カ
可
　
ナ
。

口
を
動
か
す
な
。

G

ミ

ン

ナ

　

ハ

ナ

　

サ

エ

ト

ッ

タ

ー

カ

。

全
部
、
花
は
咲
い
て
い
た
か
。

○
オ
ス
り
　
イ
ッ
シ
こ
の
　
二
。

雄
と
同
じ
だ
よ
。

こ
れ
ら
は
、
文
の
直
接
委
棄
で
あ
る
▼
話
部
の
ほ
と
ん
ど
に
、
「
後
上
が
り
」
の

抑
揚
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
「
後
上
が
り
」
は
、
当
該
部
分
の
、
最
後
音
節
が
卓

立
し
て
い
る
・
こ
の
卓
立
の
し
か
た
は
、
多
分
に
唐
突
で
あ
っ
て
、
聞
く
者
の

注
意
を
ひ
く
。
そ
し
て
∵
寺
に
、
一
つ
の
癖
徴
を
感
じ
さ
せ
る
。

○
ド
ッ
チ
ガ
ー
ガ
イ
ナ
　
コ
芸
　
ス
ッ
、
カ
・

ノ
ど
ち
ら
が
大
き
い
声
を
出
す
か
。

○
ザ
イ
モ
ク
列
　
タ
ク
サ
ン
ナ
ケ
t
。

▼
材
木
が
た
く
さ
ん
だ
か
ら
。
．

1
0
オ
チ
ヤ
到
　
ア
リ
マ
ス
　
カ
。

お
茶
が
あ
り
ま
す
か
。

○
ハ
ナ
タ
ニ
ー
ゴ
ワ
ン
ス
。

瑞
に
あ
り
ま
す
。

○
ニ
シ
ェ
ン
ネ
シ
」
　
ナ
ッ
タ
　
モ
コ
ー
チ
ス
。

二
千
年
に
な
っ
た
様
子
で
す
。
　
（

○
デ
ン
可
．
モ
ッ
チ
ョ
ー
マ
シ
ェ
ン
〆
ケ
　
ノ
。

お
か
ね
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
か
ら
ね
。

○
ド
コ
4
．
バ
タ
ダ
。

ど
こ
の
三
輪
革
だ
。
．

〇
ウ
シ
司
　
ヤ
ッ
チ
冒
－
マ
ス
。

日
で
や
っ
て
い
ま
す
。

○
ソ
ト
可
l
　
ア
ブ
ナ
イ
ン
ジ
ャ
。

外
は
あ
ぶ
な
い
の
だ
。

○
シ
ョ
ー
チ
ュ
ー
ワ
ー
ウ
レ
ル
　
ワ
。

焼
酎
は
売
れ
る
わ
。

こ
れ
ら
は
、
文
の
最
初
に
、
「
後
上
が
り
」
の
抑
揚
が
見
ら
れ
る
・
こ
の
、
．
「

後
上
が
・
こ
も
、
当
該
部
分
の
最
後
音
節
が
卓
立
し
て
・
い
る
。
し
か
も
、
卓
立

の
し
か
た
が
唐
突
で
あ
っ
で
、
開
く
者
に
、
早
く
も
特
異
さ
を
応
じ
さ
せ
る
。

と
れ
ら
の
例
文
で
、
卓
立
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
い
ず
れ
も
、
当
該
部
分
最

後
の
助
詞
で
あ
る
。
助
詞
が
く
る
と
、
そ
こ
に
、
卓
立
音
が
移
る
よ
ケ
な
こ
と
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で
あ
れ
は
、
「
抜
上
が
り
」
を
、
安
ん
じ
て
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

右
の
よ
う
な
行
政
畠
分
に
、
文
の
蓑
初
の
み
で
な
く
、
他
の
と
こ
ろ
に
も
出

る
。○
ソ
シ
封
ラ
　
7
L
「
ゴ
ー
　
ヨ
ー
ナ
カ
ラ
十
　
ダ
ー
。

そ
う
し
た
ら
、
後
が
よ
く
な
か
ろ
う
ね
。
．
（

0

7

日

ノ

　

ケ

ン

プ

ツ

4

　

イ

ク

．

ト

コ

ダ

ケ

．

′

。

人
が
、
見
物
に
行
く
次
第
だ
か
ら
ね
。

○
ヨ
ト
　
マ
タ
　
サ
イ
プ
ー
チ
　
ヤ
ル
　
フ
ー
デ
ス
ケ
ー
パ
ー
。

ち
ょ
っ
と
、
ま
た
、
西
拓
で
や
る
枝
子
だ
か
ら
ね
え
。

妄
全
体
の
懇
牢
に
・
き
わ
だ
っ
た
特
散
部
分
が
存
在
す
る
と
、
全
体
の
抑

揚
は
、
そ
の
特
撥
部
分
に
よ
っ
て
特
色
づ
け
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
、
全
体
の
抑

揚
が
・
特
異
な
も
の
と
し
て
把
左
さ
れ
て
く
る
で
の
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
以
上
の
よ
う
な
文
ア
ク
セ
ン
ト
を
通
じ
て
視
て
、

こ
こ
に
、

「
後
上
が
り
」
の

○
コ
ッ
刊
ノ

特
質
傾
向
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

ミ
コ
シ
モ
　
オ
ン
刃
っ
訓

コ
　
ン

〆
。

こ
．
ち
ら
の
御
輿
も
同
じ
こ
と
だ
。

○
チ
ッ
可
イ
　
ヂ
ソ
到
ス
　
ヮ
t
。

ぜ
っ
た
い
出
ま
せ
ん
わ
。

○
オ
ー
ド
リ
ー
ガ
　
サ
ム
当
－
ゴ
ワ
ン
ス

踊
り
が
さ
び
し
う
ご
ざ
い
ま
す
わ
。

ワ
t
。

こ
れ
ら
の
例
文
の
、
第
一
・
二
詰
部
に
も
、
「
後
上
が
り
」
の
抑
揚
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
抑
揚
は
、
先
述
の
も
の
と
異
り
、
当
該
部
分
の
、
終
り
か

ら
二
音
節
目
が
卓
立
し
て
い
る
。
が
、
後
方
卓
立
の
効
果
は
依
然
上
し
て
大
き

く
、
こ
れ
も
、
「
後
上
が
れ
」
の
傾
向
を
に
な
う
も
の
士
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

〓

一
・
ノ

■
以
上
で
は
、
一
「
後
上
が
り
」
傾
向
に
つ
い
て
記
述
し
た
。
つ
い
で
、
「
後
下

が
り
」
傾
向
を
と
り
あ
げ
る
．
。

○
可
ル
ワ
　
ヤ
ー
ヌ
マ
ス
。

夜
は
や
め
ま
す
。

○
ソ
列
ナ
　
コ
ト
・
シ
テ
　
可
4
チ
コ
リ
マ
ス
。

そ
ん
な
こ
と
を
し
て
や
っ
て
い
ま
す
。

○
ト
列
4
4
．
司
ミ
ー
幻
イ
チ
ョ
．
リ
マ
シ
ョ
1
－
ツ
タ
。

戸
棚
の
隅
へ
お
い
て
い
ま
し
た
。

○
ザ
イ
可
列
如
　
司
マ
シ
ョ
ー
ツ
タ
。

材
木
が
出
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
例
文
に
は
、
最
後
の
部
分
に
、
「
後
下
が
り
」
の
抑
揚
が
見
ら
れ

．
る
・
∵
」
の
、
初
頭
の
卓
立
音
か
ら
二
気
に
低
音
が
続
く
「
後
下
が
り
」
は
、

聞
く
か
ら
に
特
異
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

中
国
本
土
の
、
島
根
・
鳥
取
・
岡
山
・
広
島
の
各
県
の
人
の
抑
揚
だ
と
、
た

と
え
ば
、
「
可
メ
マ
ス
」
は
、
「
ヤ
刃
可
ス
」
あ
る
い
は
「
ヤ
メ
司
ス
」
と
な

る
の
が
ふ
つ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
国
本
土
が
わ
か
ら
、
右
の
「
後
下
が

り
」
を
見
た
と
き
、
「
マ
ス
」
の
「
マ
」
ま
で
が
低
音
部
に
あ
る
ほ
ど
の
「
異

常
な
音
の
下
が
り
か
た
に
、
．
す
ぐ
さ
ま
特
異
さ
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。

○
ク
司
ヨ
シ
デ
　
イ
ッ
バ
ク
シ
テ
　
ア
ル
キ
マ
シ
タ
。

倉
吉
で
一
泊
し
て
歩
き
ま
し
た
。

○
ソ
レ
可
　
ワ
タ
シ
モ
・
シ
再
マ
．
シ
ェ
ン
ダ
。

．
そ
れ
は
私
も
知
り
ま
せ
ん
の
だ
。

○
フ
ネ
司
　
イ
可
マ
シ
可
－
。

′
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舟
で
行
き
ま
し
ょ
う
。

○
コ
4
－
」
の
月
イ
計
カ
　
ミ
チ
到
　
7
可
マ
シ
言
。

∴
」
の
く
ら
・
い
し
か
道
が
あ
き
ま
せ
ん
。

○
イ
ナ
l
刃
ワ
　
ッ
マ
ー
リ
ア
シ
ェ
ソ
。

田
舎
は
つ
ま
り
ま
せ
ん
。

○
ン
司
＝
っ
．
ス
ッ
ポ
ー
ン
ー
ト
．
チ
ガ
ー
イ
マ
ス
ダ
ケ
。
．

∧
昔
は
∨
今
と
は
全
然
違
い
ま
す
か
ら
。

こ
れ
ら
の
例
文
で
も
、
最
後
の
部
分
に
「
後
下
が
り
」
の
抑
揚
が
見
ら
れ
る
。

・
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
受
当
該
部
分
の
第
二
音
節
が
卓
立
し
て
い
る
。
が
、
卓

立
音
以
下
斗
異
常
に
竪
日
が
続
き
」
す
ぐ
さ
ま
簡
異
さ
を
感
じ
さ
せ
る
点
で

は
、
先
述
の
、
初
頭
に
卓
立
音
の
あ
る
も
の
と
同
様
で
あ
っ
て
、
共
に
、
同
じ

傾
向
に
立
つ
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
こ
の
特
徴
部
分
は
、
文
の
最
後
の
み
で
な
く
（
他
の
と
こ
ろ
に
も
出
る
。

○
ス
ィ
、
シ
ャ
ワ
　
ヘ
リ
マ
シ
エ
ヌ
　
ワ
t
。

水
車
は
減
り
ま
せ
ん
わ
。

○
マ
列
　
タ
パ
ミ
マ
ス
ケ
ー
ノ
ー
。

ま
た
鵜
み
ま
す
か
ら
ね
え
。

（

○
イ
可
　
ウ
チ
ー
ニ
オ
再
マ
シ
ェ
ソ
ケ
　
ノ
。

今
は
、
う
ち
に
い
ま
せ
ん
か
ら
ね
。
、

飯
田
生
活
語
で
は
、
卓
立
音
が
、
特
徴
部
分
の
初
頭
に
あ
る
も
の
よ
り
、
第

二
音
節
に
も
ろ
も
の
の
方
が
、
優
勢
で
あ
る
。

○
ヨ
ー
　
ハ
ナ
サ
レ
マ
ス
。
′

．
　
よ
く
話
さ
れ
ま
す
。

○
ワ
月
山
っ
レ
ー
　
コ
可
ラ
ー
エ
マ
ス
ダ
ケ
。

自
分
自
分
で
作
り
ま
す
か
ら
。

○
モ
ー
′
シ
ュ
コ
．
ワ
　
ナ
カ
ナ
カ
　
ツ
司
り
マ
シ
ェ
ヌ
。

も
う
職
に
は
、
な
か
な
か
つ
か
れ
ま
せ
ん
。

○
ヨ
司
司
l
；
－
モ
月
ラ
ー
レ
マ
シ
エ
ン
。
－

寄
ら
ず
に
は
帰
ら
れ
ま
せ
ん
。

○
ユ
キ
レ
l
H
ダ
可
ワ
　
フ
ア
イ
4
4
ン
シ
テ
　
カ
ユ
ー
司
レ
マ
シ
ェ
t
。

駅
鈴
だ
け
は
拝
放
し
て
お
帰
り
な
さ
い
。

こ
れ
ら
の
例
文
で
も
、
最
後
の
部
分
に
「
後
下
が
り
」
の
抑
揚
が
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
は
・
い
ず
れ
も
、
当
該
部
分
の
第
二
・
三
音
節
が
卓
立
し
て
い
る
が
、
・
．

そ
の
卓
立
音
か
ら
、
異
常
に
望
日
が
続
い
て
い
る
点
で
、
先
述
の
も
の
同
様

の
、
．
「
後
下
が
り
」
に
立
つ
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

右
の
よ
う
な
、
き
わ
だ
っ
た
特
徴
部
分
が
、
一
文
全
体
の
抑
揚
を
特
色
づ

け
、
こ
れ
を
・
特
異
な
も
の
と
し
て
把
垣
せ
し
め
る
こ
と
は
、
先
述
し
た
と
お

り
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

さ
て
・
以
上
の
よ
う
な
、
特
異
な
抑
揚
を
通
じ
て
放
た
と
き
、
わ
れ
わ
れ

は
、
こ
こ
に
、
著
し
い
「
後
下
り
」
の
特
質
傾
向
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。
こ
の
瞳
の
特
質
傾
向
は
、
中
国
地
方
で
は
山
口
県
下
に
著
し
い
（
諒
原
与
一

先
生
「
日
本
語
方
言
冒
ク
セ
シ
ト
』
の
研
究
－
特
異
な
下
降
調
を
持
つ
も

の
に
つ
い
て
1
1
」
∧
音
声
の
研
究
・
第
入
坑
∨
参
照
）
。

三

以
上
、
飯
田
生
活
語
に
認
め
ら
れ
る
文
ア
ウ
セ
ン
ト
垣
向
と
し
て
、
「
後
上

が
り
」
「
毯
下
が
り
」
．
の
二
形
式
を
と
り
あ
げ
た
。
、
J
の
文
7
ク
セ
ン
ト
垣
向

tは
、
飯
田
生
活
語
に
の
み
で
な
く
、
全
西
恋
方
言
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

隠
岐
の
、
他
地
域
に
お
け
る
文
ア
ク
セ
ン
ト
の
様
態
は
、
も
と
よ
り
単
純
で

は
な
い
。
．
が
、
こ
れ
ら
を
通
じ
て
大
観
す
る
と
き
、
結
局
、
そ
こ
に
も
、
西
郷
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方
言
l
に
監
た
の
と
同
軍
l
　
「
警
告
し
「
警
告
し
竺
持
害
向
　
賢
の
文
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
究
学
べ
晶
票
、
多
く
残
さ
れ

岡

田

を
、
認
め
て
い
く
こ
と
が
可
危
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

て
．
い
る
。

備
後
地
方
　
の
　
「
モ
ー
」
　
こ
　
と
　
ば

○
ソ
4
ラl
l
一
ア
リ
可
」
ガ
。
（
老
女
－
・
中
女
）

そ
こ
ら
に
、
あ
る
で
し
ょ
ぅ
。
（
よ
く
・
み
な
さ
い
。
）
八
校
永
市
涌
栂

町
V
O
ヤー
レ
イ
．
引
。
（
老
男
1
老
女
）

や
れ
・
帰
り
ま
し
ょ
ぅ
。
八
沼
隈
郡
沼
隈
町
V

O
つ
り
ガー
ド
ー
ナ
リ
モ
ー
・
4
－
。
（
中
男
1
同
）

こ
れ
が
、
ど
う
な
り
ま
し
ょ
う
よ
・
（
反
語
）
八
深
安
郡
駅
家
町
V

右
の
三
例
は
、
倍
後
地
万
の
う
ち
↓
旧
福
山
藩
に
属
す
る
、
府
中
市
・
芦
品

郡
・
深
安
郡
・
福
山
市
・
放
水
市
・
沼
隈
郡
と
、
そ
れ
に
隣
摂
す
る
尾
道
市
な

ど
で
聞
か
れ
る
「
モ
ー
」
こ
と
ば
の
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
中
年
以
上
の
、
同
翌

に
対
し
て
の
も
の
言
い
で
、
府
中
市
・
深
安
郡
・
福
山
市
な
ど
の
東
寄
り
の
地

域
で
は
、
お
も
に
男
性
が
使
う
e
女
性
が
使
う
と
、
少
し
荒
っ
ぽ
く
感
じ
ら
れ

る
と
い
う
。
を
れ
に
対
し
て
、
沼
隈
郡
・
松
永
市
・
悍
遺
市
な
ど
、
西
寄
り
の

地
域
で
は
、
女
性
の
、
．
同
輩
に
対
t
て
の
も
の
言
い
と
し
て
使
わ
れ
る
傾
向
が

（
積
木
商
科
大
学
講
師
）

夫

強
い
。
丁
寧
語
と
し
て
の
品
位
に
、
東
西
で
多
少
の
差
が
あ
る
の
で
あ
る
。

三
ケ
尻
活
氏
は
、
「
尾
道
地
方
の
方
言
」
（
迫
麓
方
言
学
会
編
東
条
操
先
生

古
希
祝
賀
論
文
集
）
で
！
し
の
「
モ
ー
」
を
、
「
（
申
す
）
の
古
態
の
残
存
」

と
し
て
い
ら
れ
る
が
、
む
し
ろ
、
「
－
ま
し
よ
う
」
の
転
託
し
た
も
の
と
み
る

べ
き
で
あ
ろ
う
・
福
山
市
輌
町
や
・
府
中
市
近
辺
で
、
「
可
ス
ト
シ
テ
　
ア
ヂ
可

l
ス
。
」
　
（
安
く
し
て
あ
げ
ま
す
。
）
の
よ
う
な
、
「
申
す
」
だ
と
思
わ
れ
る

丁
寧
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
↓
モ
「
ス
」
と
、
．
「
ス
」
を
は
っ
き
乃

言
う
の
は
、
「
ア
ゲ
モ
ー
ス
」
・
の
場
合
に
か
ぎ
ら
れ
て
お
り
、
「
行
キ
．
モ
ー

ス
」
・
「
看
リ
モ
ー
ス
」
な
ど
と
は
言
わ
な
い
の
で
あ
る
。
「
申
す
」
が
、
「

あ
げ
申
す
」
と
い
う
特
定
の
句
法
の
う
ち
に
の
み
、
残
っ
て
い
る
と
み
る
べ
き

で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
モ
ー
」
を
、
「
ま
し
ょ
．
う
」
の
転
靴
形
と
す
る
根
粗
を

次
に
述
べ
て
み
よ
う
。

．
．
さ
き
に
示
し
た
地
域
1
億
後
見
南
部
I
は
、
い
っ
た
い
に
、
「
ま
す
」
こ
と

ば
の
転
靴
が
か
な
り
す
す
ん
で
い
る
。

○
可
1
　
7
－
ネ
ワ
　
ア
リ
刊
ソ
　
ド
。
（
老
男
）

′

む
う
、
船
（
の
便
）
壷
、
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
∧
松
永
市
浦
崎
町
∨
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